〈論文〉J. W.ウォーターハウス〈シャロットの姫〉における逆行と再生：最終場面を描いた構想画を通して by 山口 茜 & Yamaguchi Akane
〈論文〉J. w.ウォーターハウス〈シャロットの姫
〉における逆行と再生：最終場面を描いた構想画を
通して
著者 山口 茜
雑誌名 論叢 現代語・現代文化 
号 18
ページ 19-39
発行年 2017-03-31
URL http://hdl.handle.net/2241/00149386
;命叢現代詩・現代文化 2017 V01.8 ppω19-39 19 
]. w.ウォーターハウス《シャロットの姫〉における逆行と再生
一最終場面を描いた構想画を通してー
山口茜
はじめに-捕かれなかった〈シャロットの姫》
19世紀後半から 20世紀初頭の英国で活躍した画家ジョン・ウィリアム・ウォーターハウス
(1849-1917年)は、 1848:1:1三に結成されたラファエル前派兄弟団 lや、伺じく英匡iの画家エドワー
ド・パーン=ジョーンズ (1833-1898年)、外光表現を取り入れたフランスの画家ジュールズ・
パスティアン=ルパージュ(1848-1884年)らの多大な影響を受けながら、物語や神話に登場
する女性を描いたことで知られている。なかでもウォーターハウスが好んだ主題は『ノ¥ムレッ
トjの登場人物で、あるオフィーリアとアルフレッド・テニソン(1809-1892年)による詩「シャ
ロットの創立」であり、それぞれ三作品を油彩画として発表している 20
三度にわたって「シャロットのすI~U を描いたウォーターハウスだが、彼が使用していた二 IlIJ・
のスケッチブック(ヴィクトリア・アンド・アルノすート|専物自白， Museum no. E.11l0-1963， 
E.1111 -1963) には、「シャロットの姫」の最後の場而を描いたと考えられる構想画が残され
ている(図ト図5)。主題について特にメモなどは残されていないが、小舟に仰臥する女tl:.と
彼女を見下ろす人々、という構図から、その主題は「シャロットのすeuであるとわかる 10 こ
の構想闘が油彩になることはなかった。本稿では、ウォーターハウスがこの構想岡をなぜ~iiJ]彩
でイNi7J、なかったのか、という点を考察することによって、ウォーターハウスによる《シャロッ
トの姫〉の再解釈を試みたい。
主人公で、あるシャロットのijl~は、アーサー王が住むキャメロットに近い川中に立つ塔に一人
で暮らす女性で、ある。窓、の外を直接見ることを呪いによって禁じられ、鏡に|映る光景を織物に
仕立てることで日々を過ごしていた彼女は、あるとき|呪いを顧みずに織物を織る手をJIこめ、 J容
の外へ出て行く。|呪いによって小舟4の上で息を引き取った彼女の亡骸は、彼女が鏡を通してそ
の姿を日にしていた騎士ランスロットの元へと流れ着く。ウォーターハウスの構想部は、ラン
スロットがシャロットのljl~~ を発見する場町を描いたものだ。 JJヌ詩の最後の場面を引用する。
Who is this? and what is hereつ
And in tbe ligbted palace near 
Died the sound of royal cheer; 
And they crossed themselves for fear， 
All the knights at Camelot: 
But Lancelot mused a litle space; 
He said，‘She has a lovely face; 
God in his mercy lend her grace. 
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The Lady of Shalott.' 
この女は誰なるか? 何が起こったのか?
明るく点された近くのj成壁の1=]では
さんざめく王の宴もはたと LIこんだ。
恐怖のあまり卜字を切る!出仁1-たち、
キャメロット城のすべての騎士が。
しかし、ラーンスロットは、しばし 1其想し、
った。「この VI~iの顔の何という美しさ
干111 よ、亡き VI~iの霊に慈悲を垂れたまえ、
シャロットの姫君にJ~ 
この構想iJmには、モクソン版『テニソン詩集j(1857年)に収録されているダンテ・ゲイブリ
エル・ロセッティ (1828-1882年)の版図 (Ii{)6)からの影響が色濃く表れている〉。
ウォーターハウスによる「シャロットのvei.Jを描いた構想図は、 1880年代後期から 1890年
代初顕に使用していたと考えられるスケッチブック (Museum110. E.l110-1963、スケ yチブッ
クA とする)で一点 (1:i{11) 、 1890 年代後~mから 1910 年代初j到に使用していたと考えられる
スケッチブック (E.l111-1949、スケッチブック Bとする)(図 2-1~1 5)で問点見つかった。
先述のとおり、これら計五点の構想、聞は全て、小舟にiilJl乱し川を流れゆくシャ口 y トのすiEと、
その様子を一段高い場所から見下ろす人々を描いているのだが、それぞれ構図や細部の描写に
速いが児られる。以下でそれぞれの構想聞について説明する。
スケッチブ yクAの9頁に拙かれた構想起TI (1~1 1) は、左手奥から布手前へ回加を斜めに
横断する向きで'1"~i iJ、れた小舟の中で、頭部を奥に向けて 1~111;~人するシャロットの脱と、域の張り
出した部分から彼女を見下ろす五、六名の人々があil初、れている。シャロットのす12が来る小舟は、
同町i左奥の楠の下を流れてきたのか、これから橋の下をくくやろうとしているのかは判別できな
し¥0 VI:iを見下ろす人物のうち、一番奥と手前にそれぞれ位置する二名は、すIlに向けて角灯を掲
げている。
なお、この1'T-~J:l、闘の前後の頁(スケッチブック A) では、一作目の《シャロットの姫} (1888 
王子.1~17) と二fl=13の《シャロットの姫}(1 894 年 1~18) の構想画と考えられるスケッチを五点
発見した。特に 5]賓と 12真には一作目の《シャロットのUl)(1888年)と同紙に、小舟に座す
シャロ y トのVI:iが払M、れており、 5頁では左上から，鳥(極は不明)が飛来する様子もiWiiJ、れて
いる。これは、二羽の燕がi-古かれた一作目の《シャロットの姫))(1888 j'l三)との関連を強く示
すものである。そして、 10 、 11 、 13 頁にはこ{乍|ヨの《シャロットのすI~D (1894年)と関連性の
高し、スケッチが拙かれている。二作自の《シャロットのVGi)(1894年)では円形の鏡がtiW7)、れ
ているが、これら二つのスケッチでは鋭が長方形であるという点、またどのページにも、シャ
ロットのすlfの顔の|向きとポーズに関していくつかの異なるパターンを試した痕跡が見られる点
は非常に興j味深い。一、二作目の制作にあたり、ウォーターハウスがかなり試行錯誤していた
操子が読み取れるだけでなく、これらのこ作品の構想と河時並行で、 11彩で、描かなかった最終
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場面の構想を試みていたことがわかる。また、最終場面の構想画の前後のページにおいて発見
されたスケッチが油彩画として発表されたのが 1890年前後であることから、 9頁のスケッチ
も1890年頃に拙かれたものだと推測できる。
スケッチブック Bの48、49、67，68 頁の構想画 (1~12- 図 5) は、スケッチブック A の構
想両 (1~11) と同じ場面を十iい 1 ているが、小舟の向きは逆向きになっている口 48 頁と 68 頁の
構想はほぼ同じで、小舟に乗って橋の下を流れゆくシャロットの航は、弘司を;左に、 j立を右に
!古]けてがIJI~リ\している。彼女の足元は、その上にかかる橋の下に I~されている口楠の.1-.には彼女を
見""fろす七、八名の人物が怖かれており、このうち一番手前に位置する一名がシャロ y トの ljl;~
に向かつて角灯を差し出している。 49、67頁もこれらとほぼ同じ構図だが、 49頁では橋の上
の人物がITI名ほどに減らされている点、そして 67頁では橋の上に立つ人物のうち子高jの--:7=， 
がヘルメットを着用した l騎士であり、角灯ではなく松明のようなものをシャロットのljl;~ のブj・へ
掲げている点がそれぞれ異なっている。
筆者は、これらのスケッチブソク Bの構想画の前後の頁に、二作目の〈シャロットのljgD(1894 
年)より後の時期に発表された〈アドニスの目覚めP(1899 il三)や〈エコーとナルキッソスP(1903 
年)といった作ICI!の供二想商が拙かれていることを発見した。従って、一作 l日ヨを4払吋i[lf品;1口いiJA
チフブ.''')ク A でで、惜予想忠しながらも一度は j去苅却~I引i刊]下した i最詰後のj場揚 b而]百i を、二作 I~l の〈シャロットの蛇P (1894 
1f) を叩iし1た数年後の 1900年頃にスケッチブック Bにデッサンし、油彩砲にしようとしたの
ではないかと推;)!I1できる。だが最終 1'1<] に、ウォーターハウスは三作 1~1 として、〈影の世界には
もううんざり、とシャロットの航は言った}(1915年，図 9) をflJlj作した。結局、最終j坊HIをHIi
し、たHl):想[!自が{IJl彩闘としてj采mされることはなかったのである。
ウォーターハウスのスケッチブックには、「シャロットの脱」の三イノ1:，'日!全てについて、十'/IJ:想、
段階のスケッチがしっかりと残されている。しかし、そのに!こlで問題の構想図だけが油彩画とし
てはj禾用されなかったことには、どのような;11:1=1カfあるのだろうか。光子汀iJIヲヒでは、ピーター・
トリッピが、ウォーターハウスがロセッティのモクソン版 fテニソン詩集Jへの押絵の影響を
受け、同じ場羽の構想を試みたと指摘するにとどまり 6 管見の/iRりでは、 1'=;]題の構想聞につ
いてトリッピによる指摘以上の調査や考察は行われていない。
「問題の構想画は、「シャロットのvl~U の最終場面、すなわち呪いを受けて塔を飛び:111，したシャ
ロットの仰が小舟の上で息を引き取り、やがて亡骸となってランスロットら、キャメロットの
人々に発見される j訪問を拙いたものだ。ウォーターハウスが同じ主j芭を繰り返しJNiく際には、
必ず物語の時間中IJを溜るJI三でj湯i首選択を行うという特徴があった o ウォーターハウスが最初J
に tNï し 3 た「シャロットのveu は 1888 年の《シャロットの ljl~ip である。これは、塔を脱出したシャ
ロットのljgiが、小船に乗って川へ漕ぎ出でる場耐を北川、ている。物誌の後半告1)からi時間を遡る
かたちで主j型選択をするというウォーターハウス作品の特徴をふまえると、詩の最後のj訪問を
i'Nいた梢想図は、これよりも先vこiNかれるはずであった。
先述のとおり、ウォーターハウスは問題の場面について、異なる 11寺~m に二度、梢想を試みて
いる。 -IEIII~I の構想、は 1890 年頃(スケッチブック A)、二度@の梢想1寺は 1900年頃(スケッ
チブック B)である。二度目の梢想の時にはすでに、二作のyrl彩の《シャロットのlj:i)(1888 
4三、 1894年)を完成させてしまっていたとすると、物認を遡るというウォーターハウスの作
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品flJIWF:~こおける法則が崩れるのを防ぐために、最終j場面を描くことを断念したという可能性が
ある。
しかし、|時期を空けて二度構想を試みていることから、おそらくこれ以外にも、この構想到
を採!刊しなかった翌日出があったと考えられる。本稿では、その理由について、ウォーターハウ
スによる三作の「シャロットのijl~U 作品、またウォーターハウス以外の|国家による同主題作品
との比較から考察を試み、ウォーターハウスの独自を採る。
1.ウォーターハウス作品に見られる原詩重視の姿勢
詩「シャロットのijg~J は、テニソンにとって二 HIJ- 目となる n832 年詩集j (1832年)に収録
された作!日で、ある。この詩集は酷評を浴びるが、改訂版の「シャロットの姫jを収録したこ巻
本の詩集は 1842.11三に出版され成功を収めたにロイヤル・アカデミ一民の出展者及び作品カ
タログによると、ウォーターハウスは 1888 年に〈シャロットのijli~} を展示する際、 1842 年に
出版された改訂JtJjの詩の以下の部分を引用したに
And down the river's dim expanse， 
Like some bold se己rin a trance， 
The broad stream bore her far away 
ほの1*く広がるJ1l1i1を下り
さながら夢うつつにある豪胆な予言者のごとく、
'1幅広き流れにのってはるばると運ばれる 10
これは第四部第二述からの抜粋であり、絵回表現において混同されることの多かった、アーサー
王伝説の登場人物「アストラットのイレイン」と自作を差別化することを目的とした引用であ
ると考えられる D
19世紀終わり頃には既に、テニソンの詩「シャロットのすIiUはひとつの物詩というよりも「ロ
マンティックな熟語jあるいは「引用することのできるキャッチフレーズ」といった、 {ii立さ
れたイメージを提供するものとなっていた 10 ウォーターハウスが、この〈シャロットの姫〉
をロイヤル・アカデミーで展示した頃には、既に多くの人々がこの詩を認知し、「シャロット
の蛇」の物語を容易に思いj手かべることができたD しかし、物語には多くの謎が残されている D
詩では、「シャロットの1I1~U の容姿についてはもちろん、彼女がなぜ塔に閉じ込められ、鏡に
映る景色を織る必要があるのか、一切説明がなされていなし、従って、詩でうたわれる物語の
イメージが雌立されていても、そこには想像の余地が|一分に残されていた。 故に、 19世紀の
画家たちはそれぞれ独自に「シャロットの姫」を i:iViくことができたのである。
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ウォーターハウスも、他の画家が拙いた《シャロットの姫》の影響を受けながら、その物語
を独自に表現しようと試みた。ウォーターハウスがロイヤル・アカデミーに出展した最初Jの
《シャロ y トの Þr:~p (1888年， I~ 7)は、シャロットの姫が小舟に来り、)字から離れるj訪問を拙
いている。この作品で、は、後に彼が抗くことになる二、三{ノFIヨ《シャロットのすIDよりも、組I
かなモチーフが多く iWiきこまれている。このj話回のiF景i'H写にあたるのが、次に引mする第凹
部第一連の場面である。
1n the stormy east wind straining， 
The pale yellow woods were waning， 
The broad stream in his banks complaining. 
Heavily the low sky raining 
Over towered Camelot 
j武ぶくみの東):TIlに校は山がり、
薄黄色の森はいよいよ光せを失っていた。
広い流れは堤にあたって、盛んに水しぶきをあげ、
雨雲低く iThれ込めた空からは雨が激しく注いでいた。
多塔のお城キャメロットに 120
ウォーターハウスの作品で、は、わずかに面白左上に見える空がIl青く灰色に濁り、その前景に立
ち並ぶ木々は生彩を失って、今にも朽ちょうとしている。左下には強い荷風に倒れた葦が怖か
れ、次々と生まれる川而の水紋が雨!ltの強さを物語っている。川は、第二連でうたわれるよう
な「ほの哨く広がる川町」、 1IlTI広き流れ」を忠実に再]見している。このように、ウォーターハ
ウスはテニソンの細かな情景品1写も見逃さず、詩の光景をそのまま師同上にi'tiきだした。さら
に、第三部第五速の水辺の場面で、描写される 1垂蓮」や、シャロットのlj:iの外側に|到する「さ
ながら夢うつつにある豪)j~な予言者のごとく J (第四連第二部)、第三部の「雪のごとき純白の
衣装」、「ひらひらと抹う衣」、「木の葉も vl:~の上に íl珪やかに詐りかかり」といった細かな抗写も、
この作!日I に的械に表現している。小船の自11，先に書かれたシャロットのÞI:~の名前や、 ÞI:~がjU\l を手
放す様子、そして「臨終の歌J(第四部第三述)を口ずさむ ljl;~の様子についても、全て詩に記
された通りである。
詩にあ1i写がなく、ウォーターハウス独自の表JIであると考えられるモチーフは、出1先に置か
れたキリストの際刑像と三本の蝋畑、小舟の縁に掛けられた織物、町市左端を飛ぶ二羽の燕の
[21点である。しかし、以」こからわかるように、ウォーターハウスは詩の仁|こl'で;i'ii写があるものに
関しては、ほとんど変更を加えていなし」ウォーターハウスは、その代表作のひとつ《オデ、ユツ
セウスとセイレーン》において、西洋美術jにおけるセイレーンの1íW~写としてそれまでにあまり
例のない、 l鳥主女女勾としてのセイレ一ンを4も|[it1いi{l
ンが娼婦と重ねられ、官能性を強調した株体の女性としてiWかれる傾向にあった中、彼は『変
身物語j におけるセイレーンの起源に従って、各紙でi~~伝子された，1急女のセイレーンを 11\'iし 1 たの
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である。こうした例からも明らかなように、ウォーターハウスは原典での描写を忠実に再現し
ようと努めていたと考えられる。
_If_~ 自の《シャロットのN~p (1894年. I~ 8) は、第三部第五連で、シャロットのすI;~が織物を
織るのをやめ、ふりかかる「呪し>Jを受け止めながらも、窓の方へと向かおうとする場面を取
り上げている。ここで原詩に登場にするモチーフとしては、ランスロットが身に着ける「兜と
羽根飾り」、そして「飛び散る織物」、「端から端までひび割れる鋭」がi'liかれている。
三作 I~I の《彩の!並界にはもううんざり、とシャロットの ljl;~ は言った P (1915年，図9)は、第
一部第四述でシャロットのljl;~が口にする台詞を i芭名として採用したイ/f1 1111 だ。この場面に関して
jjl詩では細かな場景i"U:i写は見られないが、ウォーターハウスの作JIllでは、鏡は「結ばれたばか
りの若い恋人ふたりJ(第二部第四連)を映し出し、「影の位界にはもううんざり」と仁lにする
ljl~~ は、退屈したように上体を仲ばした様子で、1'ú'jかれている。二作目と三作 I~I で、原詩の描写と合
致するモチーフが少ないのは、 j京詩じたいがそれほど細かな場景出写にこだわっていないため
であろう。しかし、両fr:I~~~I におけるモチーフの少なさは、シャロットの版の圧倒的存在感によっ
て補われている。より多くのモチーフを取り入れた一作 I~I (1 888 年、 1~17) において、シャ口 y
トのljr:iを吸い込んでしまいそうなほどに迫力のある、荒々しい背景が丹念に砧き込まれている
のと比べ、二、三1'1"I~I では、室内を叫し Eた画面の大部分を占める ljllの身体の肉感と力強さが強
調されている。
ウォーターハウスと同 1寺1tに「シャロットのljl:Uをあ古いたシドニー・ハロルド・メテヤード
0868-1947年)の作品 {I影の世界にはもううんざり」、とシャロットの航は言ったP(1913年，
1~110) やウィリアム・ホウルマン・ハント(1827-1910年)の油彩画《シャロットの蛇》
(1886-1905年，図 11)には画家が独自に書き加えた細かなモチーフが多く見られるが、ウォー
ターハウスによる作i品で、はそうした町家独自のモチーフが少なしヨ。エリザベス・ネルソンが指
摘するように、ハントの作品で、は「複雑な細部」によって目立賞者の注意がlje~から逸らされてし
まうのに対して、ウォーターハウスの作品で、は、数少ない「装飾品」である織機と鋭が「彼女
の存在、あるいは実在を減ずることなく、むしろ強調」している 11 これは、ウォーターハウ
スの詩重視の姿勢が作iにもたらした、重要な特徴である。
2.鏡の利用
ウォーターハウスは、シャロットの姫がJ苓の l十l で暮らす保子を i:í~~ し=た二作目 (1894 ij三，図 8)
と三作 I~I (1915年.1~19) に巨大な円7恨の鏡を摘しヨた。シャロットの ljl~i は、謎の 1 1呪し >J によっ
てキャメロットの街を直接見下ろすことを禁じられており、代わりに、この鏡に映る光景を見
て、それを織物へと仕立てることで日々を過ごしている。このように、詩の物語において非常
に重姿なモチーフのひとつがこの「鋭」である。まず、 J1詩の鏡の描写部分を引HJする。
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トのすiEは鏡に身体の左側面を向けて座している。ここで重要な点は、ウォーターハウスの三作
目(1915年、 Iz19) と同じ位置から鋭と姫を描し 1たハントの油彩画で、は、シャロットのVl2の髪
の毛、;左腕、 ドレスの一部が鋭にI決り込んでいるのに対し、ウォーターハウスの三作目では、
織機と織物は鏡に!映っているが、シャロットの純白身の姿は一切鋭にiりとっていないことだ。
一、三作 I~l それぞれの鋭の描写にみられる決定的な速いは、そこに如:の姿がI~とっているかい
ないか、という点にあるのだが、こうした速いについては次のような説明が可能である。
シャ口 y トのlj;iは、鏡に|りとる光景とそこに登場する人々を「見る」者であり、彼女自身は他
者から「見られる」存在ではなかっ t.:_o そのことは、次に引用する第一部第三、 121迫から|明ら
かである。
But who hath seen he1' wave her hand? 
01' at the case111eηt seen hc1' stand? 
01' is she known in al the land， 
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And by the 11100n the 1'eaper wea1'Y， 
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Listening， whispers . 'Tis the fairy 
Lady of Shalott.' 
だが、いったい何ぴとが蛇の手を振るのを見たことか?
また窓辺に件むwの姿を見たことか?
国仁|コにすiJの名は女1]られているのか、
シャロットの姫君は?
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そして}=J のさす頃 刈り人は疲れ果て
瓜わたる高地にて麦束を束ねつつ、
耳をすませて、|括く声は「あれこそ妖精の
シャロットの姫君よJ~() 0 
ここからわかるように、この|時点では、キャメロットの人々からはシャロットのすI~~の「声」だ
けが認知され、その姿を誰も日にしたことがないo vl:~は、鋭を通して一方的にキャメロットの
人々を「見る」だけの存在であり、他者から「見られる」ことのない自身の姿は「社会的生」引
を待ておらず、従って彼女自身も見る必要がないのだと考えられますヘ先述の II~ItJとの不在」
とは、この「見るJI見られる」関係の非成立によって生じている。
しかし、三作 I~I (1915年、@9)で、t8iかれた最初jの転機において、互いを想し 1合う恋人の姿
を見たシャロ y トのlj:iは自分を「見る」他者の存在、そして自身へと向けられる他者の視線を
初めて望むようになる。「嬉々として」織物に取り組んでいたシャロットのすgI.が「彩の世界に
JWウォーターハウス〈シャロットのYliうにおける逆行と再生一最終jirITIiを知山、たf坊主1障を通して 27
はもううんざり jとつぶやくのは、この転機を経て、他者の視殺を欲し、 g!身において「社会
的な生」を成立させようとするからである。そのような変化の兆しは、この場而を描いたメテ
ヤードの <1影の世界にはもううんざり」、とシャロットのVli~は言った〉に見られる、鑑賞者の
視線を積極的に受け入れようとする姿勢において示唆されている。ウォーターハウスによる三
作目(1915年、|玄19)にはメテヤード作品の大きな影響が見られるが、阿作品のシャロットの
Vliは、薄い生地で、仕立てられたドレスを纏い、鑑賞者に見せつけるかのようにして自身の休を
惜しげもなく披露している。こうした衣装やポーズによって、女性的な官能性を積極的に提示
することで、それを享受しようとする観者の視線を進んで受け入れようとする姿勢が強調され
ている。
シャロットの姫に訪れるもう一つの転機は、第三部第四連にて、ランスロットが鋭のなかに
映る場面と、それに続く第五連にて、シャロットのVliが鏡の前を航れる場面である。そこでは
輝くような魅力を放つランスロットが、シャロットのveiが見つめる鏡の仁!こiに突如現れる。その
姿を目にした VI~i は l呪いを顧みずに、直接見ることを禁じられていた窓へと向かつて歩み出す。
彼女のこの行為は彼女を死の運命へと導くものであるが、その危1会すら彼女を止めることはな
かった。彼女はそれほどまでに他者によって「見られるjことを望んだのだ。円、ったい何ぴ
とがVliの手を振るのを見たことか?/また窓辺に{宇むV!iiの姿を見たことか?Jとうたわれてい
たシャロットのすEiが窓の外を見ることは、彼女王!身が外の世界を自分の I~I で直按見ると同時に、
それまで「声」だけの存在であった彼女が、外の世界の人々と伺じ世界に足を踏み入れ、「見
られる」存在になることを意味している。これは、相互に視線が交わされる世界での「社会的
な生」を得るための重要な過程である。
一作目 (1894年、図 8)において、シャロットのVI:iが背後を振り向けば、鏡の1=に己の姿を
見出すことになるだろう。彼女が他者に見られる存在としての自身の姿を認識し、同時に他者
に見られる存在となったことは、三作日(1915年、図的で、はi映っていなかった彼女の姿が二
作自では鋭に映っていること、また、それがランスロットの姿と共にあることから明らかだ。
この後、小舟に乗ってキャメロットへと流れ着いた彼女の身体は、生身の人々の視線にInmされ
ることとなるが、これは彼女が他者に見られる対象としてのあり方を獲得したことを意味する。
また、先述のように、メテヤードの影{響カサ!J実に表れている三作 I~I (1915年、 1219)では、
脱が己の身体を鋭賞者に向けて積極的に提示している点も重要である。三fr:I'I~'1 の比較で、 ry=j らか
になったように、三作目は一、二作 I~l と比べて vliiの存在!惑が問者を圧倒するかたちで、拙かれて
いる。ウォーターハウスは詩の物語を遡るようにして三れだ品をJi'liし三ているが、大変興味深いこ
とに、 jí'j初、れた ljliiの実体性の獲得という点からすると、 ljliiがfr:I'I~11 の flìljfr:!IIi~[に、徐々に実体性を
獲得するものとして拙かれているのだ。
以上からl明らかになったように、ウォーターハウスは、画1=の鋭を効果的に利用することで、
シャロットの ljjiiが「見る」だけの存在から、 I~I 己認識を経て「見られる j 存在へと変貌を遂げ
ると同時に、鋭にiりとる虚像で、はなく本物の世界を「見る」ことができるという実体性を獲得す
る過程を抗し 1ているのだ。
それだけでなく、一作目から三作自にかけて、観者に及ぼす「効果」がより強制されている
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いた文字こそ/Iシャロットの姫JJ(第五部第一連))のだが、これは、まるでアーテイスト
が絵画を制作した際に行う署名を思わせる行為である。ウォーターハウスは、 &作目 (1888年、
1~17) において、シャロットのす12が乗り込む小舟の持IfJ先に彼女の名前を抗き込んだ。これは、
ウォーターハウスが「シャロットのすI~U を、一人のアーテイストとして認識していたことを示
す重要な手がかりである。
シャロットの般のほかにも、ウォーターハウスは織物を織る女性の姿を繰り返し取り上げて
いるのだが、同じ「織る女性 (Weaver)J25であっても、 i'Wき方において差別化をはかり、「シャ
ロットのvU では、彼女のアーテイストとしての独立性を表現しようとしていたことを次に示
したい。
ウォーターハウスは初期の神話作品で、オデユツセウスに関連する題材を複数取り上げている
が、晩年に取りた1:んだ〈ペネロペと求婚者たち}(1912年，図 12) では、求婚者たちを寄せ付
けないために、織物を織っては解く作業を繰り返しながら、夫のオデユツセウスを貞b討淑iほ史引lにこf待手寺Fち
続ける妻の姿を j仏吋ii;i1lい、た O 三作 I~目EヨI (1 915 年、 IZI9) のシャロ y トのすI~~ は、衣装、髪色、顔立ちと、
外見のほとんど全てが〈ペネロペと求婚者たち》のペネロペに!酷似している。
夫を待ち続けるペネロペのJ要には、高い位置に赤い千百二が巻き付けられ、 しっかりと結び留め
られている。帰らぬ夫を想い、 t哉物を中哉つてはそれを角ヰきながら夫に対ーする忠節を守ろうとす
るペネロペの帯は、彼女を女性の道徳に繋ぎ止める鎖をIJ音に示すものだ。
こうした「鎖」は、「シャロットの姫」の三作品においても象徴的に払初、れている。これら
を制作)lli:[、つまり詩の物語を遡る )llr~ に f確認すると、まずクライマックスのj希同を捕し E たー{ノ1:: I~I 
(1888 :{j三国7)では、塔のふもとからややびる鎖が彼女の手に握られている。鎖は錆びており、シャ
口 y トの vl~~の手元からだらしなく垂れ下がっている。二作目(1894 年，図 8) では、シャロッ
トのす12の膝のあたりに、織り機からイEIJびる金色の糸が巻き付いている。夫を待ち続けるために、
みずからwμ、た糸で繰り返し詐り続けたペネロペにとって、 Wí:けた織物の糸は、 I~I 身を織機に、
あるいは夫に繋ぎ!とめる鎖を象徴していた。一方「シャロットの航」では、彼女が織物をf砕く
のではなく糸がひとりでに織物から解け、彼女の身体に巻き付いている。ここでは織物から解
けた糸が、彼女を塔の部屋に留めようとする物珪lJ'1せな力として働いている。 I呪いが1年りかかる
前の場町iを描いた三作目(1915!Jj三， Iz19) では、シャロットの vl~i の JJ要に金色の荷がしっかりと
されている。この|時点では、シャロットのすI~~はペオ、口ペ同様、織機に、精神 l旬、身体的に
縛り付けられているからだ。ここからわかるように、《シャロットのljl;~} 三作 i日における「鎖」
は、 flíiJ作 )11目とは逆行する)@[、つまり、物語の進行と III なる )11貨に、シャロットのljg~の身体をれ
ていくものとして拙かれていることがわかる、
ここで、一作 I~I (1888年， Iz17) においてシャロットの舵が I~I 身の織物{ノド 1211 を小舟に掛け、
I~j 身の名を品111先に刻んでいることは、彼女が単なる Copyist ではなくなり、芸術家としての独
立性を獲得したことを示している点を再雌認したい。三作品を通して彼女を離れてし 1く金色の
鎖と糸は、ラスキンが|可H寺代の女性芸術家に求めたような Copyist性を象徴するモチーフで
あったのだと考えられる。
先述の通り、シャロットの ljg~ 自身の iWi写における解放は物語の進行とはねじれを生じる逆)II~[
で、iWかれているのだが、 シヤ口ツ トの d引如姫I~匝:Ei の 「日j鎖1漬i良削~J カか、らのf角Diヰl刈I放文は1物如:詰古のj進笠f行子とZ草重i巨Ilなるj月1i'lに1打払叩):古i'l1J、叶jれ1 
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との関連性からは、元の物語でうたわれる f死Jがウォータ…ハウス作品の結末として想定さ
れていないことが明らかとごとった。その仕わりに表現されているのは、イ出者を見、他者に見ら
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れるようになることで「社会的な生」を獲得し、 VI{eaver、Copyistとしての受動的な女性性
を打ち破るシャロットの姫の姿である。
ここで、最初の 1~:i1 い、つまりなぜウォーターハウスがロセッテイのモクソン版『テニソン詩
集jへの挿絵と!司じ構図を)=!=Jしヨた最終場面の構想画を油彩画として採用しなかったのかという
問し 1に立ち還りたし」
構想画(1玄|ト1:Z15)を見るとわかるように、このシャロットのす12は、橋の上に立つランスロッ
トやキャメロットの人々から、一方的に「見られる」存在として抗かれている。このi時点で彼
女はすでに息を引き取り、彼女を見つめる他者を見返すことができなし 1。ロセッティが村ルヨた
モクソン版『テニソン詩集』への押絵は、|百l じ場面、つまり亡骸となったシャロットのすI~~がラ
ンスロットらに一方的に「見られる」存在として品同、れているのだが、この作品には、ウォー
ターハウスの作品とは全く異なる、ロセッティ自身の個人的な意味合いが込められている。
「このす12の顔の仰という美しさ、/判!よ、亡きす1の霊に慈悲を:ill:れたまえ (Shehas a lovely 
face: / God in his mercy lend her grace) J 30と述べるランスロ y トは、あくまで、小舟に乗っ
て流れ着いた見知らぬ女性に対して、その容姿の外見13ヲな美しさを讃え、冥福を祈る言葉を向
けているのであり、その彼の言葉は、流れ着いた女性に対する特別な感情を吐露するものでは
ない。しかしロセッテイが:J=Ni¥;..たランスロットは、静かにシャロットの姫を見つめながら、悲
しむような、慈しむような、多株な感情の入り交じった複雑な表情を浮かべている。その表情
は、まるで身近な人に対して向けられたもののように見える。ロセッティはシャロットのすiの
に赤々と燃えるu!JiU濁の炎をi'[Ii¥; ..たり、木材や髪のマテリアリティを強調したりすることで、
物語が冷酷な「死」で終わらないことをn昔に示しているのだが :3J、クルーガーが指摘したよう
に、ランス!コットとシャロットのす!日の容貌は、ロセッティと彼の妻、エリザベス・シダルを思
わせるもので、あることは、非常に重要である 320 つまり、ロセッティはここに、恋人と、恋人
を見つめる彼自身の姿を投影しているのだ。
ロセッティは《ベアータ・ベアトリクス〉問機、「シャロットのyeiJのモクソン版『テニソ
ン詩集』への挿絵にも恋人の姿を投影し、木村ーや女性の髪のマテリアリティに「生」を込める
ことで、 J!王子支な「死」に終始しない、新たな生への旅立ちをi'Hし 1た。ウォーターハウスがスケッ
チブックに残した構想、闘を11彩画として採用した場合、 Jf};聞としてはロセッティを踏襲するこ
とができたとしても、ここにウォーターハウスが他の「シャロットのyl;iJイirIII~I に込めた再生、
復活を象徴的に表現することは難しかったのではないか。なぜなら、この場面におけるシャロ y
トのすiEは既に怠を引き取り、人々の視線を一方的に受け入れる存在になっているため、これ以
上の物語上の 11伝機Jがもはや訪れることはないからである。それではウォーターハウスが三
つの作lIilを通して枯し 1たシャロットの姫の実体性がj斐得されないままになってしまうのだ。そ
こでウォーターハウスは、油彩で拙かれなかった最終J訪問を出川、て、物語上の転機となる三つ
の場而を選択し、原詩においては「死」を迎える人物たちに復活へとつながる物語を与えたの
だった。そしてそこでは、物語と絵fmげの両方においてI要な役割を果たす「鏡」のfr:ri=Jを
通して、単に物語を j遡るだけでなく、イ乍J111 の fIJIJf，，:Jlli~1 を遡るかたちでも、復活と再生がi'Ni き I'}'I さ
れている。
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おわりに
ウォーターハウスが描いた「シャロットの姫」三イノもは、それぞ、れに原詩でのH'i写を忠実に
再現しながらも、物語のH寺IMJljil!を迎jるというウォーターハウス作品特有の法則と、 j京詩で、liW写
のない部分に加えられた独自の寓意的モチーフによって、シャロットのijl~~の「死」で、終わる原
詩から発展し、再生へとつながる物語として仕上げられていると解釈することが可能である。
そうした物語において重要な役割を呆たしているのは、二作目 (1894年)、三作自 (1915年)
に払同、れた鋭、模写する Copyistに留まらない芸術家としてのありかたと主体性および社会的
生の獲待、¥1Veaverとしての女性性と百円叶¥5びつきをもっ、金色の糸とj誌の拙写である。
ロセッティは独自の表現としてランスロットの視点を採用し、〈シャロットのljj;DをiWiし3た。
しかし、これまでの考察で明らかとなったように、ウォーターハウスがJ百こうとしたのは「シャ
ロットの姫」が物語を通して自己の主体性と社会的な生を獲得する過程である。そうした表現
において、すでに患を引き取ったシャロットのljr:~がランスロ y トやキャメロットの人々に一方
的に「見られる」様子を拍くことは、非常に困難な挑戦であったであろうことは想像に就くな
い。ウォーターハウスが何度も1)(り上げようとした最終j場面の梢想filは、こうした理由から、
油彩画としてはとうとう採用されなかったのである。従って、ウォーターハウスが原詩を忠実
に再現しながらも、その世界観を大IJ日に崩すことなく独自に拍き込んだ株々なモチーフが示す
のは、彼交の「変容」であり、死ではなかったのだと結論づけることができる。
において、小船に乗って流れゆくシャロ y トの姫の表情は 'glassycountenance"であっ
たと述べられている。ウダルが指摘するように、この「ガラスのような (glassy)J表情には、
銃の要素を見出すことが可能だ 330 ウォーターハウスが二作目で描し 3たように、シャロットの
YI:~ は鏡の仁|二i に己の姿を見出すのだが、禁忌を破ったシャロットの姫の鋭は端から端までひび割
れてしまう。そして、塔の外にはもはや彼女が見つめることのできる鋭は存在しなし ¥0そうなっ
たときに生じるのは、女性の内面に存在する「鋭」である。「自省する女性たち(self-reflecting 
woman) Jを著したエリザベス・レンクは、女性がi三i身の l=jこ1に見つける「鋭」について、以
のように説明している。
女性は、他の女性との関係を通してしか、自分自身との新しい関係を築くことができなしh
k性は女性の生きた鏡となり、その 1:1=1で彼女は自分自身を見つけるために、自分自身を
見失うのだo ・・多くの場合に女性l土、このような〔他者を介さずに自分自身と向き合
うという J I~I 分との関係に初めて飛び込んだとき、彼女が初めて自分自身を映しだした
とき、自分が狂気に|沿ったと錯覚する。しかしこの見かけ上の狂気は、決して本物の狂
気ではなし、。これはむしろ、正気へと向かう最初の一歩であるへ
レンクによれば、他者の「銃」となって自分自身を見失った女性が自分自身を見つけるために
は、自分自身を映し出す必要がある。シャロットのljiの glassycountenance"によって示され
るのは、鏡の世界を脱したシャロットの航が、自分の1=二Iにある「鏡jとはじめて向き合う l干lで、
彼女が見せる変化の過程である c そして、自分の中の鋭を見つけるための、自省 (self-
).wウォーターハウス〈シ即γロットの主t:うにお 再生一最終場揺を打与しヴニ構想語iをilしてー
どe丹ecting)、つま与「自己を
ンクが「狂気jに言及し
はくシャワットのす
どちらも
坑し斗こよ もたらされたもの レ
ウォータ…ハウス
のを拙い
iziで、あること、 の制作時期
イメージを関連づけようとしたと考えられる。オ
ィーリアば狂気の1=1:1で死を迎えるのだが、彼女の狂気こそレンクの指fiWiする「
ったのではないかりそしてそれは、もしかしたらシャロットのにも見品せるもので
あるのかもしれなし」そして、そのような過程を経て二そ、ウォーターハウスが搭いたような、
「死jを;奈り結え、「新たなアイデ、ンティティ jを獲得するシャロットの脱が成立するのであるひ
ターハウス本人がうブアコ二ルTi?J長の後範幸?を名jf!2る二とはなかっ
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て取り上げていることに罷る。ロセツテイベコハントをはじめとしたうブアヱル;完投に関係する語家た
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ウォ ーターハウスによる「シャロットのすg~J ダンテ・ゲイブリエル・ロセッテイ
のスケ ッチ 〈 シ ャ ロ ッ ト の VI;~ ) (The Lady 01 ShaloU， 1857) 
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〈シャロ ットのVID(The Lady 01 Shalott， 1888) 
Oil on canvas， 153 x 200cl1. Tate Bri[ain， London. (Trippi. p.88) 
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《シャロットのt1ID U影の世界にはもううんざり」、とシャロットの姫は言った》
( The Lad_y of Shalott， 1894) (・JamHiαグSicl~ of Shadows， smd lze Lady (~f Slza!ot， 1915) 
Oil on canvas， 142.2 x 86.3C11. Oil on canvas， 100 x 74cm 
Leeds Art Galery， Leeds. (Trippi， p.l32) Art Gallery of Ontario， Toronto. CTrippi， p.218) 
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{\彩の世界にはもううんざり」、と シ ャロットのt11:~ は言った》
(1(1m HαIf Sicl? of Shadoωs， said the Lαdy (~f Shalott， 1913) 
Oil 011 cal1vas， 76 x 114c111. 
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《ペネロペと求始者たち〉
(Penelote and thc Sudors， 1912) 
Oil on canvas， 129.8 x 188cl1. 
Abercleen Art Gallery， Abercleen. (Triplコi，p.212) 
Izl13 <オフイーリア))(0戸helia，1889) 
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ダンテ・ゲイブリエル・ロセッティ
《ベアータ・ベアトリクスp(βω(o Beatrix， 1863) 
Oil on canvas， 86.4 x 66cl11 
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